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子どもが交流や活動を通して 
いろいろなことを経験して学ぶ場所 

子どもだけでなく、大人も交流を 
深める地域コミュニティーとして
の場所 

～ 子どもの居場所でできること ～ 

子どもの居場所が必要です！ 

～ 子どもの居場所とは？ ～ 

子どもが一人でも安心して 
過ごせる場所 

 

子どもや子育て世帯の抱える 
困難に気づき、働きかけ、 
支援につなげる場所 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 

各地域には様々な交流の場がありますが、「子ども食堂」は真ん中にいつも「子ども」がいるのが
特徴です。地域の皆さんが“地域の子どものために“できることを持ち寄り、出会い、活動していく
ことが住みやすい安全安心な地域づくりへと繋がって行きます。また、子どもの健やかな成長のた
めには、多様な価値観を持った多くの人との関わりはとても大事です。 

STEP4 
次回開催までに 

は じ め に 

安心・安全のために 

子ども 子育て世帯 地域 

・一人でも安心していられる 
・たくさんの遊び・体験ができる 
・食事の支援・孤食の防止・食育 
・多様な学び（人・交流・生活習慣・
価値観・将来へのイメージなど） 
・学習支援が受けられる 
・悩みや不安の共有ができる 
・相談支援が受けられる 

・保護者の休息 
・食事の支援が受けられる 
・様々な人との交流 
・様々な情報収集ができる 
・子育て経験者や親同士の会話が 
悩みや不安の軽減につながる 
・相談支援が受けられる 
・おさがり交換 

・地域の見守り・支え合い 
・多世代交流 
・情報共有 
・社会参加 
・地域活動の活性化につながる 

一緒に食べる 美味しい食事 

美味しい食の経験は、食への
関心や食育につながる 

みんなで食べる楽しさを 
共有し関係性が深まる 

つくる楽しさ 

メニューを考え、食事を作る
経験は、達成感や連帯感にも
つながる 

１
 

２ 3 

～ こども食堂のキーワード「食」について ～ 

１ ２ 

３ ４
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まずは、普通に参加して、一緒にご飯を食べてみましょう。 
その中で、自分のやりたい「子どもの居場所」（子ども食堂など）に近い
と思う活動にボランティア参加してみると、参加する側と運営する側の見
え方が違うことに気づくかもしれません。そこで「思い」がさらに整理・
具体化されると思います。 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

～ 子ども食堂を始めてみたいと思ったら ～ 

自分の思いや考えを整理・確認してみましょう 

運営する側は参加者に対し、「かわいそうな人達」「～をしてあげている」
という考え方ではなく、自分も同じく参加者に支えられているという気
持ちが大切です。 

子ども食堂には、いろいろな形と多様性があります 
「こうでなければいけない」という決まりはありません！ 

子ども食堂や 
子どもの居場所に 
参加してみる 

STEP１ 最初にすること 

一緒に運営できる 
仲間をさがす 

なぜ始めてみたいのか？ 

いろいろなこども食堂や子どもの居場所をのぞいてみましょう 

一人でできることには限界があります 

子どもの居場所ネットワーク加入団体のご案内が P13にあります 

すでに活動しているボランティア団体などに所属している場合は、 
一緒に活動する仲間もいることでしょう。 
まだ、お一人の場合は、まずは一緒に活動する仲間を探しましょう。 
まずは身近な所から情報収集と相談をしてみます。 
また、必要に応じて団体設立も考えてみましょう。 

名称・役割分担など 
をきめる 

子ども食堂の名称、役割分担などを決めましょう 
決めておくべきこと 
①子ども食堂の名称 
②役割分担（代表者、会計管理など） 
※その他、必要であれば団体名、会則又は規約など 

開設団体の例 
・地域団体（町内会・まちづくり協議会・校区福祉委員会） 
・社会福祉法人・企業・事業所・NPO法人・その他 

こんなところで情報収集、仲間さがしをしてみては？ 
・市役所・役場の「子ども」「福祉」を担当している部署 
・地域の社会福祉協議会、民生委員児童委員・スクールソーシャルワーカー 
・町内会・公民館 
・学校・保育園・幼稚園・児童館・学童クラブ・PTA・子ども会など 
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協力してもらえる人、ボランティアなど 
・市役所・役場の「子ども」「福祉」を担当している部署 
・地域の社会福祉協議会、民生委員児童委員・スクールソーシャルワーカー 
・町内会・公民館 
・学校・保育園・幼稚園・児童館・学童クラブ・PTA・子ども会など 

フリー・体験・食育・学習支援・多世代交流・悩み相談など 

どんな人に来てほしいか？ 
（地域の子ども・親・親子以外の地域の人・支援者など） 
※対象者を限定し非公表で行っている団体もあります。 

どんな企画をするか 

・実現可能な時期か？ 
・対象者が来やすい時期か？ 
・地域のイベントなどと重複していないか？ 

誰と？ 

企画を考えるⅠ 
（全体） 

誰のために？ 

いつ頃？ 
 

どこで？ 
◎適当な開催場所はあるか？ 
・調理施設のある場所・・・・公民館などの公共施設 
・社会福祉施設 
・一般住宅（自宅・空き家） 
・お寺・教会・飲食店など 

◎企画内容にあった設備があるか？ 
・調理施設 
・食べる場所 
・子どもが遊ぶ場所 

回 数 
月 1～2回が多い（資金やボランティア人数を考慮して） 
※定期的に開催することで地域に定着し、子どもたちにとっても 
居場所だと感じられるようになります 

 
 

 

開設場所の町内会、学校、民生委員、児童委員などに挨拶をして
活動への理解を得て、ご意見を聞きます。 

まず、地域の状況を知り、ニーズを確認しておくことが重要です。 

STEP２ 開設準備 

地域への挨拶 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 

全体像を考えながら、基本的な方向性を決めていきます 

安心・安全のために 



4 
 

 
  

開催時間 
 

各団体の考え方により様々です 
A 無料 
B 有料 子ども無料 大人 100円～300円  など 
※協賛金・協力金として大人からのみ 
※場合により親子料金・高齢者割引の設定など 

・平日は 17時～20時前後 
・週末は 11時～14時前後  （2～3時間の開催が多い） 

いつ、どこで、いくらで、どうやって 

・学校や子どもに関わる公的機関・スーパーなど 
・町内会の回覧板 
・SNS・ブログ・ホームページ 
・口コミ（子どもや親が友人を連れてくるようになる） 

定 員 

参加費 

※チラシの例は P12にあります 
 

予算の確保 
必要経費：場所代・食材費・光熱費・チラシ代・保険料（安全・安心のために） 
・町内会で予算を組んでもらう   ・助成金・補助金を調べる 
・寄附金や食材等寄付を募る（地域の企業・農家・商店・フードバンクなど） 
・賛助会員を募る 
・募金箱の設置 
・ホームページや SNSで告知 

 

◎子どもたちが「行きたい！」と思うように絵や写真をいれましょう。 
◎開催日時は目立つようにしましょう。 

企画を考えるⅡ 
（具体的に） 

タイトル（子ども食堂の名称）・企画案内（簡単に）・日時・メニュー（決
まっている場合）・アレルギー対応の有無・会場（わかりやすい地図）
参加費・定員・対象・問い合わせ先・締め切り日（事前申し込みの場合）・
運営団体名 
その他（ボランティア募集告知・食材提供の募集告知） 

 

A 申し込み制 ・食数がわかり無駄がない 
 ※申込時には保護者の連絡先確認 
 ※参加のハードルが上がる可能性もあり 
B 申し込み制+当日参加 OK 
C 当日参加 

申し込み方法 

STEP３ いよいよオープン 

チラシ作製 

チラシの配布 

・10人～30人（調理場の設備と食事場所の席数による） 
 
 
 
 
 
 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

開催に向けて具体的な計画を立てていきます 
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受付担当：１～２人 
調理担当：２～４人  安全衛生管理ができるリーダーがいることが望ましい 

（食品衛生責任者など） 
配膳担当：３～４人  食事の様子を見守り適度な声掛けや会話をする 

ボランティアの募集 

「ボランティア募集チラシ」を配布 
・市役所・役場の「子ども」「福祉」を担当している部署・地域の社会福祉
協議会・学校・保育園・幼稚園・町内会・公民館・児童館・学童クラブ・
PTA・子ども会・民生委員児童委員など 
・地域の信頼できる方に紹介いただく 
・スタッフの知り合いに声をかける 
・SNSやホームページで募集 
 
 

メニュー 
◎長続きするようにあまり凝ったものではなく、子どもたちが喜ぶ簡単で
美味しい料理 

 （毎回、中身やトッピングを変えてカレーにしているところもあります
汁物は調整がききます） 

◎子どもたちのリクエストも聞いてみましょう 
 

食事以外のプログラム 

スタッフの役割と運営のポイント 
 ◇ 事前準備と当日の内容が円滑に進むように配慮する 
 ◇ 緊急時やトラブルの対応 
 ◇ 必要に応じて子どもの保護者との連絡 
 ◇ ボランティアに対するアドバイスやサポート 
 ◇ 参加者情報の管理に気を付ける 
  （参加者の情報が記載された書類は適切に管理し、居場所活動以外では使用しないこと） 
 ◇ 写真の撮影、使用（ホームページ、印刷物への掲載など）については子どもと保護者から 

同意を得ること 
 ◇ 私的な個人情報（電話番号、メールアドレスなど）のやり取りや私物カメラなどでの 

撮影・録音はしない 
 ◇ 子どもの課題などの情報は共有し見守り、必要に応じて専門機関へ繋ぐ 

◎参加者同士やボランティアと自由に遊ぶ 
◎宿題や勉強を教えてもらう 
◎地域の方々の「得意」を提供していただく 
（読み聞かせ・昔遊び・手品・工作・手芸・演奏など） 

※子どもたちと年齢に近い中高校生・大学生ボランティアは子どもたちと 
打ち解けやすく悩みなどの相談をしやすいので積極的にお誘いしましょう 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

スタッフの体制の例 
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看板の設置（手書きでも OK） 
チラシ・ポスター・のぼり旗など 
手洗い場、トイレの位置表示 

受 付 
受付名簿・参加者名札（スタッフ・参加者）・文房具・釣銭 
問い合わせ用の電話 
必要に応じて：アンケート・記録用カメラ・食券・募金箱 

次回案内チラシ・その他情報チラシ 

その他準備するもの 
食材・調理関連用品 
救急セット 
衛生グッズ（除菌・手洗用品など） 

15:00 スタッフ集合 
15:05 打ち合わせ（メニューや役割分担など） 
15:30 調理開始 
16:30 受付開始 
17:30 配膳・食事 
18:15 遊び・勉強 片付け 
19:00 終了 
19:30 片付け終了・スタッフ解散 

会場づくり 

１に 

当日の様子を口外したり、無断でインターネットに公開したりすると 
トラブルに繋がります。 
本人や保護者の了解なく写真撮影したり、録音したりはしないように 
しましょう。 

終了したら 
できるだけ早く「振り返り」をしましょう 

チラシや SNS などで報告を行い、協力して頂いた方々へ
お礼を伝え、次回に向けた準備を始めます。 

当日の参加人数や様子、収支などを記録しましょう。 
良かったことや、課題・問題などを出し合いましょう。 

STEP4 次回開催までに 

開催日当日 

今回の振り返りをして、次回開催に向けての
準備をしましょう 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

当日の流れの例 
 

◎咳など健康状態のチェックをして感染の拡大を防ぎましょう。 
◎参加者には手洗い・うがいをお願いしましょう。 

次回開催準備 今回の結果を活かし、次回の計画を立てましょう 
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はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

安心・安全のために ～ 食の安心・安全 ～ 
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はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 
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はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

食の安全関連リンク集 

食品衛生責任者養成講習会について 
・受講料 10,000円  1日間の講習 
（お近くの保健所、又は各地域の食品衛生協会へお尋ねください） 

平成 30年度子どもの居場所づくり大作戦（研修会）の資料がありますのでご希望の方はお問い合わせ下さい 
・子ども食堂における食中毒について 

・野菜を安全に美味しく食べるために 

・子どもにとって食事とは ～食の大切さを伝えよう～「食べること」は「生きること」 

衛生管理について 
◆家庭でできる食中毒予防の６つのポイント 

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/dl/point0709.pdf 
 
◆できていますか？ 衛生的な手洗い 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000097251.pdf 
 
◆冬は特にご注意！ ノロウイルスによる食中毒 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000182906.pdf 
 
◆ノロウイルスに関するＱ ＆ Ａ 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/kanren/ 
yobou/040204-1.html 

 
◆HACCP の考え方に基づく衛生管理のための手引書（ 小規模な一般飲食店事業者向け） 

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11130500-Shokuhinanzenbu/0000179542.pdf 
 
◆食物アレルギーについて学校給食における食物アレルギー対応について 

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/syokuiku/1355536.htm 
 
◆外食等におけるアレルゲン情報の提供の在り方検討会中間報告（ 平成 27 年 4 月 1 日一部改定） 

http://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/other/review_meeting_004/20 
 

誤嚥･窒息事故について 
◆消費者庁プレスリリース 
「食品による子供の窒息事故に御注意ください！６歳以下の子供の窒息死事故が多数発生しています」 

http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/170315kouhyou_1.pdf 
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社会福祉協議会や民間の保険会社の保険があります。 
活動内容や予算により選びましょう 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

保険について 

＜食の安全・安心の万が一に備えて＞ 生産物賠償責任保険 
・民間保険会社などにあります。 
・事業活動の結果により発生した損害を賠償するものです。例えば食中毒や配膳時に火傷を負わせた場合などに
補償が受けられます。 

社会福祉協議会の場合の例 
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誓約書   ○○〇こども食堂 

1.言葉遣いや振る舞いについては、子どもの人格を軽視することのないように御配慮下さい。 

 特に、何故食べにきたのか、など聞かず子どもを受け入れる体制で接していただきたいです。 

 子ども達に体験してもらうため、こうした方がいい、と強要しない。 

 ただ、一緒に作って、一緒に食べる大切さを大事にしていきたいと思っています。 

2.ボランティア活動中に知り得た、子どものプライバシー情報に関しましては、 

 決して外部に洩らさないよう、ご家族にも守秘義務の徹底をお願いいたします。 

3.個人情報には細心の注意を払い、個人情報保護法の規定範囲を超えた利用をしないこと。 

以上、上記の件、承知いたしました。 

                         平成   年   月   日 

 

住 所                          

 

氏 名                          

スタッフ・ボランティア誓約書（例） 

参加者受付用紙（例） 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

参加者の個人情報保護にも気を配りましょう 

参考資料 



12 
 

  

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

緊急連絡先リスト（例） 

チラシ（例） 

緊急時に備えて緊急連絡先のリストを作っておきましょう 
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はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

子どもの居場所ネットワークいわて 会員募集チラシ 
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子どもの居場所づくりネットワークいわて 参加団体紹介（2019年 3月現在 あいうえお順） 

 
 
 
 
 
 
  

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 
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子どもの居場所づくりネットワークいわて 参加団体紹介（2019年 3月現在 あいうえお順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

おむすび村食堂（久慈市） 
代表/ 森 千賀子  TEL090-5182-5077 
（みんなでつくろうおむすび村有志） 

ひまわり（釜石市） 
代表/ 川崎 郁恵  TEL080-3195-2083 
（釜石母子寡婦福祉協会） 

特定非営利活動法人いなほ 
代表/ 佐藤昌幸 TEL019-909-0180 

はじめに STEP1 
最初にすること 参考資料 STEP2 

開催準備 
STEP3 

いよいよオープン 
STEP4 

次回開催までに 安心・安全のために 

①開 催 頻 度 ②場 所 ③対 象 ④料 金 ⑤団 体 紹 介 ⑥連 絡 先 

金ケ崎町社会福祉協議会 
TEL0197-44-6060 



 
 

 
 

相談機関 所在地 相談種類 相談電話番号 

岩手県福祉総合相談センター 
（児童相談課） 

盛岡市 児童の養護、育成、障がい相談等、児童や家庭に関する相談 019-629-9604 

岩手県福祉総合相談センター 
（女性相談課） 

盛岡市 女性相談 019-629-9610 

岩手県福祉総合相談センター 
（子ども・家庭テレフォン） 

盛岡市 しつけ、虐待等、子どもに関する電話相談 019-652-4152 

岩手県一関児童相談所 一関市 児童の養護、育成、障がい相談等、児童や家庭に関する相談 0191-21-0560 

岩手県宮古児童相談所 宮古市 児童の養護、育成、障がい相談等、児童や家庭に関する相談 0193-62-4059 

子育てサポートセンター 盛岡市 子育てに関する悩みや相談 019-606-1764 

岩手県生涯学習推進センター 
（すこやかダイヤル） 

花巻市 子育てに関する悩みや相談 0198-27-2134 

岩手県立総合教育センター 
（ふれあい電話） 

花巻市 学校生活に関する教育相談 0198-27-2331 

岩手県教育委員会 
（コスモスダイヤル） 

花巻市 発達に遅れやつまずきのある子どもに関する相談 0198-27-2473 

岩手県医師会 
（子ども救急相談） 

盛岡市 夜間における子どもの病気の対処や、応急処置などの相談 019-605-9000 

児童相談所全国共通ダイヤル － 児童虐待 189 

 

岩手県の子どもに関わる相談窓口 

いちはやく 






